
 

 

 

 

 

令 和４年９月５日 

保 健 福 祉 政 策 部 

世 田 谷 保 健 所 

 

 

新型コロナウイルス感染症の感染状況および取組みについて 

 

 

１ 主旨 

  新型コロナウイルス感染症について、区内の感染状況や区の取組みを取りまとめたので

報告する。 

 

２ 内容 

  別紙「新型コロナウイルス感染症の感染状況および取組みについて」のとおり。 
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は じ め に 

新型コロナウイルス感染症は、令和 2年 1月の国内初の感染確認後、急速に感染が拡大

し、社会や経済に甚大な被害をもたらし、今なお日本のみならず世界中に脅威を与え、猛

威を振るい続けている。 

国はこの未曽有の事態に対応するため、令和 2年 4月から断続的に 4度にわたり緊急事

態宣言を発出し、不要不急の外出や移動について自粛を要請するなど、感染拡大防止に向

けた緊急対策を進めてきた。世田谷区としても区民生活や事業活動を守り抜くため、感染

予防の取組みを実施してきた。 

 本資料は、引き続き区民の皆様に感染予防の取組みに向けたご協力をいただくととも

に、今後の区の対策をより効果的なものとするため、区内の感染状況やこれまでの区の取

組み等についてまとめたものである。 

 令和 2年 7月に区の対応及び今後の対策の全体像を取りまとめ、その後も定期的に区内

の感染状況や区の取組等を取りまとめてきた。この度は、令和 4年 8月 14 日時点での区内

の感染状況等について、取りまとめている。 

 ≪これまでの区の感染状況等の取りまとめ履歴≫ 

   ・令和 2年 7月時点        ・令和 3年 10 月 24 日時点 

   ・令和 2年 8月 28 日時点      ・令和 4年 1月 23 日時点 

   ・令和 2年 10 月 28 日時点     ・令和 4年 4月 3日時点 

   ・令和 2年 12 月 23 日時点 

   ・令和 3年 1月 31 日時点 

   ・令和 3年 4月 18 日時点 

   ・令和 3年 7月 18 日時点 

   ・令和 3年 8月 22 日時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜新型コロナウイルス感染症の感染者数集計の考え方＞ 

「感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」（以下「感染症法」）12条に基づ

き、医師が作成した発生届に記載されている感染者の「所在地」が世田谷区である方について、

区内の感染者として人数を集計している。 

集計にあたっては、HER-SYS※に登録されている感染者を集計している。ただし、以下に該当す

る方は集計の対象外としている。 

〇クルーズ船（ダイヤモンドプリンセス号）乗客 

 

なお、区のホームページ上で掲載している感染者数は、公表日の集計時点で区が把握した数値

であり、本資料中の感染者数は、集計後の報告も含めて発生届の報告年月日で再集計したもので

あるため、ホームページ上と本資料中の数値に差異が生じる場合がある。また、本資料における

各集計の数値は、今後の調査状況等により、後日変動、修正する場合がある。 
 

 ※HER-SYS とは 

  厚生労働省が運営する新型コロナウイルス感染症等情報把握・管理支援システムの名称。 
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1 区内の感染状況（令和 4年 8 月 14 日現在） 

（1）概要（令和 4年 8月 14 日現在） 

①新規感染者数の推移 

東京都では、令和 3 年 4 月 25 日に 3 度目の緊急事態宣言が発出される状況となり、区

内の感染者数は 4月 26 日～5月 2日の週に 498 人まで増加した。その後 6月 20 日に緊急

事態宣言が解除され、まん延防止等重点措置に移行したが、その後急激に感染が拡大し、

7月 12 日に 4度目の緊急事態宣言が発出され、2回の延長がなされている。その後、新規

感染者数は急激に減少し、9 月 30 日に緊急事態宣言も解除され、10 月 18 日～24 日の週

には 1桁にまで減少した。令和 4年 1月になり新たな変異株（オミクロン株）の影響で新

規感染者数が急増し、1 月 21 日にまん延防止等重点措置が適用され、1 月 31 日～2 月 6

日の週には 8,307 人まで増加した。 

その後、3月 21 日にまん延防止等重点措置が解除され、新規感染者は緩やかに減少し 6

月 13 日～19 日は 863 人まで減少した。しかし、オミクロン株亜系統 BA.5 への置き換わ

りが進んだことなどにより、7 月に入り新規感染者数が急増し、7 月 25 日～31 日の週に

は15,064人と過去最高を更新。その後も依然として1万人台で推移している状況である。 

 

②年代別の感染状況 

区内の感染者は、全感染者 179,684 人のうち 20 代から 50 代の感染者が 120,446 人と、
全体の約 7割を占め、20 代及び 30 代は累計感染者数が 30,000 人を超えた。 

令和 4年 4月から、ほぼすべての年代で約 2倍増加しており、年代における増加割合に

違いは見られなかった。 

 

 ③陽性患者の入院状況 

令和 3 年 8 月から入院患者数を年齢別でみると、デルタ株が流行した 8 月は 40、50 歳

代の割合が高く、オミクロン株が流行の主体となった 1 月以降は 70 歳以上の割合が高く

なっている。 

 

 ④社会福祉施設等での感染の発生状況 

区内の社会福祉施設等で、職員や利用者に患者が発生した事例は 10,406 件把握してい

る（令和 4年 8月 14 日現在）。前回集計時（令和 4年 4月 3日現在）の 5,476 件から、こ

の約 4か月の間で約 1.9 倍の件数となった。 

なお、前回から増加した件数の内訳では、区立小学校が 4,820 件となっており、多くの

感染者が発生した。また、保育施設等で 3,856 件、区立中学校で 1,328 件となっており、

前回集計時から引き続き、比較的若い世代の感染に注意が必要な状況である。 
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（2）感染者の累計数 

令和 4 年 8 月 14 日現在における感染者の累計数とその内訳（入院中、宿泊療養中、自

宅療養中、退院等（療養期間経過を含む）、死亡）は以下のとおりである。 

＜感染者の累計数＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜区内の感染状況の分析＞        

 
10 月 18 日 

～24 日 

R4.1 月 17 日 

～23日 

3 月 28 日 

～4 月 3 日 

8 月 8 日 

～8 月 14 日 

前回との

比較 

新規感染者 

（※１） 
0.6 人 494.3 人 405.7 人 1111.9 人 

 

療養者数 

（入院者、自宅・ 

宿泊療養者） 

（※２） 

3.6 人 

(10月24日時点) 

642.2 人 

(1 月 23 日時点) 

644.7 人 

(4 月 3 日時点) 

1602.2 人 

(8 月 14 日時点) 

 

※１ １週間で人口１０万人当たりの人数 

※２ 人口１０万人当たりの全療養者数 

＜新規報告数と療養者数の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染者の累計数 

 

179,684 人 

（88,611 人） 

令和 4年 8月 14 日現在 

（  ）内は令和 4年 4月 3日現在 

 

 

宿泊療養中 

 

321 人 

（211 人） 

 

 

死亡 

 

239 人 

（200 人） 

退院等 

（療養期間経

過を含む） 

 

164,749 人 

（82,497 人） 

 

 

自宅療養中 

 

13,828 人 

（5,125 人） 

 

 

入院中 

 

547 人 

（578 人） 
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（3）新規感染者数の推移 

区内の新規感染者数は、令和 3 年 1 月 4 日～10 日の週に 1,143 人となり、東京都では

1月 7日に 2度目の緊急事態宣言が発出された。以降の新規感染者数は減少傾向であった

が、4 月 25 日に 3 度目の緊急事態宣言が発出される状況となり、4 月 26 日～5 月 2 日の

週に 498 人まで増加。6 月 20 日に緊急事態宣言が解除され、まん延防止等重点措置に移

行したが、その後急激に感染拡大し、7月 12 日に 4度目の緊急事態宣言が発出され、2回

の延長がなされた。その後、新規感染者数は急激に減少し、9 月 30 日に緊急事態宣言も

解除され、10 月 18 日～24 日の週には 1桁にまで減少。令和 4年 1月になり新たな変異株

（オミクロン株）の影響で新規感染者数が急増し、1 月 21 日にまん延防止等重点措置が

適用され、1月 31 日～2月 6日の週には 8,307 人まで増加した。 

その後、3月 21 日にまん延防止等重点措置が解除され、新規感染者は緩やかに減少し 6

月 13 日～19 日は 863 人まで減少した。しかし、オミクロン株亜系統 BA.5 への置き換わ

りが進んだことなどにより、7 月に入り新規感染者数が急増し、7 月 25 日～31 日の週に

は15,064人と過去最高を更新。その後も依然として1万人台で推移している状況である。 
 
 
 

＜区内の新規感染者数の推移＞             【令和 4年 8月 14 日現在】 
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＜週ごとの新規感染者数推移＞              【令和 4年 8月 14 日現在】 

各週 
感染者数

（人） 

 

各週 
感染者数 

(人) 

 

各週 
感染者数 

(人) 

令和 2年～令和 3年 

1 月 3日 
5,095 

 8 月 2 日～8月 8日 2,340  3 月 7 日～3月 13 日  3,911 

8 月 9 日～8月 15 日 2,397 3 月 14 日～3月 20 日 3,810 

1 月 4 日～1月 10 日 1,143  8 月 16 日～8月 22 日 2,374  3 月 21 日～3月 27 日 3,346 

1 月 11 日～1月 17 日 891  8 月 23 日～8月 29 日 1,867  3 月 28 日～4月 3日 3,815 

1 月 18 日～1月 24 日 506  8 月 30 日～9月 5日 1,052  4 月 4 日～4月 10 日 3,684 

1 月 25 日～1月 31 日 333  9 月 6 日～9月 12 日 589  4 月 11 日～4月 17 日 3,216 

2 月 1 日～2月 7日 277  9 月 13 日～9月 19 日 318  4 月 18 日～4月 24 日 2,786 

2 月 8 日～2月 14 日 135  9 月 20 日～9月 26 日 104  4 月 25 日～5月 1日 1,984 

2 月 15 日～2月 21 日 124  9 月 27 日～10 月 3 日 77  5 月 2 日～5月 8日 1,597 

2 月 22 日～2月 28 日 97  10 月 4 日～10 月 10 日 25  5 月 9 日～5月 15 日 1,806 

3 月 1 日～3月 7日 102  10 月 11 日～10 月 17 日 19  5 月 16 日～5月 22 日 1,763 

3 月 8 日～3月 14 日 99  10 月 18 日～10 月 24 日 6  5 月 23 日～5月 29 日 1,476 

3 月 15 日～3月 21 日 115  10 月 25 日～10 月 31 日 15  5 月 30 日～6月 5日 1,123 

3 月 22 日～3月 28 日 145  11 月 1 日～11 月 7 日 7  6 月 6 日～6月 12 日 893 

3 月 29 日～4月 4日 153  11 月 8 日～11 月 14 日 13  6 月 13 日～6月 19 日 863 

4 月 5 日～4月 11 日 227  11 月 15 日～11 月 21 日 14  6 月 20 日～6月 26 日 1,062 

4 月 12 日～4月 18 日 290  11 月 22 日～11 月 28 日 11  6 月 27 日～7月 3日 1,779 

4 月 19 日～4月 25 日 411  11 月 29 日～12 月 5 日 10  7 月 4 日～7月 10 日 4,591 

4 月 26 日～5 月 2日 499  12 月 6 日～12 月 12 日 15  7 月 11 日～7月 17 日 9,489 

5 月 3 日～5月 9日 392  12 月 13 日～12 月 19 日 32  7 月 18 日～7月 24 日 14,205 

5 月 10 日～5月 16 日 408  12 月 20 日～12 月 26 日 33  7 月 25 日～7 月 31 日 15,064 

5 月 17 日～5月 23 日 330  令和 3年 12 月 27 日～ 

令和 4年 1月 2日 
62 

 8 月 1 日～8月 7日 13,381 

5 月 24 日～5月 30 日 280   8 月 8 日～8月 14 日 10,199 

5 月 31 日～6月 6日 261  1 月 3 日～1月 9日 457  合   計 179,684 

6 月 7 日～6月 13 日 193  1 月 10 日～1月 16 日 1,861 

6 月 14 日～6月 20 日 215  1 月 17 日～1月 23 日 4,814  

6 月 21 日～6月 27 日 242  1 月 24 日～1月 30 日 7,872  

6 月 28 日～7月 4日 288  1 月 31 日～2 月 6日 8,308  

7 月 5 日～7月 11 日 391  2 月 7 日～2月 13 日 6,505  

7 月 12 日～7月 18 日 666  2 月 14 日～2月 20 日 6,172  

7 月 19 日～7月 25 日 927  2 月 21 日～2月 27 日 4,807  

7 月 26 日～8月 1日 1,981  2 月 28 日～3月 6日 4,449  
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（4）男女別の感染状況 

男女別の累計感染者数は女性が男性の約 1.02 倍となっている。 

区民全体の男女比 47：53（男性 434,093 人、女性 483,1102 人。令和 4年 8月 1日時点）

と比較すると、僅かに男性の感染者数が多い傾向が見られる。 

＜男女別の感染者の累計＞         【令和 4年 8月 14 日現在】 

 男性 女性 計 

累計 89,180 人 90,504 人 179,684 人 

割合 49.6％ 50.4％ 100％ 

 

 

＜男女別新規感染者数の推移＞             【令和 4年 8月 14 日現在】 
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（5）年代別の感染状況 

区内の感染者は、全感染者 179,684 人のうち 20 代から 50 代の感染者が 120,446 人と、

全体の約 7割を占め、20 代及び 30 代は累計感染者数が 30,000 人を超えた。 

令和 4年 4月から、ほぼすべての年代で約 2倍増加しており、年代における増加割合に

違いは見られなかった。   
＜年代別感染者数の累計（各取りまとめ時点別）＞ 
 

＜年代別感染者数の各取りまとめ時点における前回からの増加人数＞ 

※小数点以下第 2位を四捨五入しているため、個々の値の合計は必ずしも 100％とならない場合がある。 

 

  歳 
0～9 

10～

19 

20～

29 

30～

39 

40～

49 

50～

59 

60～

69 

70～

79 

80～

89 

90～

99 

100～

109 
不明 計 

R3. 

7 月 18 日 

391 

人 

825 

人 

4,384 

人 

2,921 

人 

2,130 

人 

1,669 

人 

758 

人 

551 

人 

421 

人 

194 

人 

7 

人 

16 

人 

14,267 

人 

8 月 22 日 
806 

人 

1,676 

人 

8,021 

人 

5,065 

人 

3,591 

人 

2,654 

人 

1,020 

人 

657 

人 

476 

人 

218 

人 

8 

人 

15 

人 

24,207 

人 

10 月 24 日 
1,238 

人 

2,081 

人 

9,120 

人 

5,908 

人 

4,242 

人 

3,084 

人 

1,133 

人 

742 

人 

536 

人 

244 

人 

10 

人 

15 

人 

28,353 

人 

R4. 

1 月 23 日 

1,808 

人 

2,813 

人 

11,554 

人 

7,208 

人 

5,175 

人 

3,692 

人 

1,395 

人 

881 

人 

601 

人 

270 

人 

12 

人 

17 

人 

35,426 

人 

4 月 3 日 
11,005 

人 

8,991 

人 

21,527 

人 

16,140 

人 

14,211 

人 

8,613 

人 

3,652 

人 

2,249 

人 

1,511 

人 

671 

人 

40 

人 

1 

人 

88,611 

人 

8 月 14 日 
21,538 

人 

19,818 

人 

39,345 

人 

31,913 

人 

29,786 

人 

19,402 

人 

8,285 

人 

4,969 

人 

3,143 

人 

1,374 

人 

88 

人 

23 

人 

179,684 

人 

４月→８月 

増加割合 

1.96 

倍 

2.2 

倍 

1.83 

倍 

1.98 

倍 

2.1 

倍 

2.25 

倍 

2.27 

倍 

2.21 

倍 

2.08 

倍 

2.05

倍 

2.2

倍 

23 

倍 

2.03 

倍 

  歳 

0～9 
10～

19 

20～

29 

30～

39 

40～

49 

50～

59 

60～

69 

70～

79 

80～

89 

90～

99 

100～

109 
不明 計 

7 月 18 日

→ 

8 月 22 日 

415 

人 

851 

人 

3,637 

人 

2,144 

人 

1,461 

人 

985 

人 

262 

人 

106 

人 

55 

人 

24 

人 

1 

人 

-1 

人 

9,940 

人 

8 月 22 日 

→ 

10 月 24日 

432 

人 

405 

人 

1,099 

人 

843 

人 

651 

人 

430 

人 

113 

人 

85 

人 

60 

人 

26 

人 

2 

人 

0 

人 

4,146 

人 

R3. 

10 月 24日 

→ 

R4. 

1 月 23 日 

570

人 

732 

人 

2,434 

人 

1,300 

人 

933 

人 

608 

人 

262 

人 

139 

人 

65 

人 

26 

人 

2 

人 

2 

人 

7,073 

人 

1 月 24 日

→ 

4 月 3 日 

9197 

人 

6178 

人 

9973 

人 

8932 

人 

9036 

人 

4921 

人 

2257 

人 

1368 

人 

910 

人 

401 

人 

28 

人 

-16 

人 

53,185 

人 

4 月 3 日

→ 

８月 14 日 

10,533 

人 

10,827 

人 

17,818 

人 

15,773 

人 

15,575 

人 

10,789 

人 

4,633 

人 

2,720 

人 

1,632 

人 

703 

人 

48 

人 

22 

人 

91,073 

人 

増加人数

の各年代

の割合 

11.6 

％ 

11.9 

 ％ 

19.6

％ 

17.3

％ 

17.1

％ 

11.8 

％ 

5.1 

％ 

3.0 

％ 

1.8 

％ 

0.8 

％ 

0.1 

％ 
― 

100 

％ 
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＜年代別感染者数（累計）の割合＞      【令和 4年 8 月 14 日現在】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11,005 
8,991 

21,527 

16,140 
14,211 
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21,538 
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31,913 
29,786 

19,402 
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4,969 
3,143 

1,374 
88 23 
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40,000

年代別感染者数（累計）のR.4年4月と8月の比較

4月3日 8月14日

10代未満

12%

10代

11％

20代

22％

30代

18%

40代

16%

50代

11％

60代

4%

70代

3%

80代

2%

90代

1%
100代

0% 不明

0%
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（6）地域別の感染状況 

地域別の感染状況について、感染者数の累計及び人口 10 万人（令和 4 年 8 月 14 日時

点）あたりの感染者数で比較を行った。地域別の感染者数については、あくまでも感染者

の居住地別に累計を算出したものであり、数値の高さがその地域でクラスターが発生して

いることを示すものではない。今回は本年 7月からの感染拡大を受けて、全地域で感染者

数が増加したため人口 10 万人当たりの件数も増加している。 
 

＜地域別感染者累計数・人口 10 万人あたりの件数＞  【令和 4年 8月 14 日現在】 

 世田谷 北沢 玉川 砧 烏山 全体 

累計数(人) 54,567 31,334 41,287 29,816 22,680 179,684 

人口 10 万人 
あたりの数(人) 

21,606 20,389 18,266 18,106 18,863 19,591 

※人口 10 万人あたりの数（人）の数値は小数点以下を切り上げ 

＜【過去分】地域別感染者の人口 10 万人あたりの件数（人）＞ 

 世田谷 北沢 玉川 砧 烏山 全体 

R3.7 月 18 日 2,049 1,705  1,279 1,135 1,379 1,550 

8 月 22 日 3,386 3,174 2,123 1,851 2,358 2,630 

10 月 24 日 3,914 3,675 2,478 2,273 2,797 3,081 

R4.1 月 23 日 4,807 4,570 3,200 2,874 3,480 3,852 

4 月 3日 10,964 10,408 8,814 8,534 9,115 9,662 
 

※人口 10 万人あたりの数（人）の数値は小数点以下を切り上げ  

＜人口 10 万人あたりの地域別感染者数＞ 【令和 4年 8月 14 日現在】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世田谷 21606

22%

北沢 20389

21%
玉川 18266

19%

砧 18106

19%

烏山 18863

19%
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（7）陽性患者の入院状況 

令和 3 年 8 月から入院患者数を年代別でみると、デルタ株が流行した 8 月は 40、50 歳

代の割合が高く、オミクロン株が流行の主体となった 1 月以降は 70 歳以上の割合が高く

なっている。 

なお、令和 4年 4月発行分より重症者等の報告から入院患者数の変化および年代別割合

に変更している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図の数値は統計上の数値であり、実際の数値とは異なる場合がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図の数値は統計上の数値であり、実際の数値とは異なる場合がある。 
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（8）死亡者の状況 

令和 4 年 8 月 14 日現在、病院等からの連絡により区が把握した感染者における死亡者

数は 239 人である（区外医療機関等で診断され、入院先または療養先も区外医療機関であ

る場合については、区保健所が関わっていないため、含まれていない）。年代別の死亡者

数は、80 代が 83 人と最も多く、90 代が 76 人、70 代が 45 人、60 代が 7 人、50 代が 15

人、40 代が 6 人、100 歳以上が 7 人となっており、30 代以下の死亡者は出ていない。年

代別の感染者数では 20 代から 50 代が多い一方、死亡者数は 80 代が最多となっているこ

とから、高齢者ほどリスクが高く、より感染を防ぐ対策が必要である。また、死亡者全 239

人のうち、男性が 141 人、女性が 98 人であり、男性が多い傾向にある。 

＜年代別死亡者数＞ 

 
 

＜死亡者の男女比＞ 

 

 

 

 

0
6

15

7

45

83

76

7

0
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30代以下 40代 50代 60代 70代 80代 90代 100歳以上

年代別死亡者数

男性 141人
59%

女性 98人
41%

男女比
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＜年代別死亡者数の累計（各取りまとめ時点別）＞ 

  ※死亡情報が反映されるまで時間差があるため、実際の数値とは異なる場合がある。 

 

＜年代別死亡者の各取りまとめ時点における前回からの増加人数＞ 

 

 

0
6
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7

42

67
61

4
0
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7
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76

7
0 0 0 0

3

16 15

3

0

20

40

60
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100

30代以下 40代 50代 60代 70代 80代 90代 100歳以上

死亡者の年代別内訳の4月3日時点と8月14日時点の累計比

4月3日 8月14日 増加数

(人)

 30 代 

以下 
40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 90 代 

100 歳 

以上 
計 

R3. 

7 月 18 日 

0 

人 

3 

人 

5 

人 

4 

人 

25 

人 

45 

人 

33 

人 

1 

人 

116 

人 

8 月 22 日 
0 

人 

3 

人 

6 

人 

4 

人 

27 

人 

47 

人 

35 

人 

1 

人 

123 

人 

10 月 24 日 
0 

人 

6 

人 

15 

人 

6 

人 

34 

人 

58 

人 

41 

人 

2 

人 

162 

人 

R4. 

1 月 23 日 

0 

人 

6 

人 

15 

人 

6 

人 

34 

人 

59 

人 

42 

人 

2 

人 

164 

人 

4 月 3 日 
0 

人 

6 

人 

15 

人 

7 

人 

42 

人 

67 

人 

61 

人 

4 

人 

202 

人 

8 月 14 日 
0 

人 

6 

人 

15 

人 

7 

人 

45 

人 

83 

人 

76 

人 

7 

人 

239 

人 

各年代の

割合 
― 

2.5 

％ 

6.3 

％ 

2.9 

％ 

18.8 

％ 

34.7 

％ 

31.8 

％ 

3 

％ 

100 

％ 

 30 代 

以下 
40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 90 代 

100 歳 

以上 
計 

R3.7 月 18 日 
→ 

8 月 22 日 
― 

0 

人 

1 

人 

0 

人 

2 

人 

2 

人 

2 

人 

0 

人 

7 

人 

8 月 22 日 

→ 
10 月 24 日 

― 
3 

人 

9 

人 

2 

人 

7 

人 

11 

人 

6 

人 

1 

人 

39 

人 

R3.10 月 24 日

→ 
R4.1 月 23 日 

― 
0 

人 

0 

人 

0 

人 

0 

人 

1 

人 

1 

人 

0 

人 

2 

人 

1 月 23 日 
→ 

4 月 3日 
― 

0 

人 

0 

人 

1 

人 

8 

人 

8 

人 

19 

人 

2 

人 

38 

人 

4 月 3 日 

→ 
8 月 14 日 

― 
0 

人 

0 

人 

0 

人 

3 

人 

16 

人 

15 

人 

3 

人 

37 

人 
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検査数

（9）ＰＣＲ検査（従来型）件数の推移 

＜ＰＣＲ検査件数＞ 

実施月 
検査数 

(a) 

【参考】左記以外検査数（注） 
検査総数 

(a)+(b)+(c) 
ＰＣＲ検査(b) 抗原検査 

(C) 

令和 3年 7月以前 59,805 件 16,926 件 9,849 件 86,580 件 

8 月 8,374 件 9,027 件 4,039 件 21,440 件 

9 月 3,011 件 4,757 件 2,566 件 10,344 件 

10 月 1,659 件 2,762 件 1,798 件 6,219 件 

11 月 1,487 件 2,419 件 1,523 件 5,429 件 

12 月 2,095 件 2,924 件 1,767 件 6,786 件 

令和 4年 1月 7,184 件 12,789 件 6,988 件 26,961 件 

2 月 7,003 件 10,212 件 7,529 件 24,744 件 

3 月 4,285 件 8,663 件 6,735 件 19,683 件 

4 月 3,448 件 6,743 件 5,511 件 15,702 件 

5 月 2,607 件 5,385 件 4,697 件 12,689 件 

6 月 1,877 件 4,523 件 4,003 件 10,403 件 

7 月 7,852 件 ※7月・8月の実績は 10月末に確

定予定となっております。 

 

8 月 

(※14 日時点) 

3,587 件  

累計※8月 14 日時点 114,274 件    

※世田谷保健所（行政検査）、世田谷区医師会（保険適用）、玉川医師会（保険適用）、区内医療機関。 

※（注）は医療機関支援を受けており、従来型のＰＣＲ検査に含まれていない医療機関の検査数。 

※検査数は区内で検査を受けた区民の検査数であり、区外で検査を受けた区民や区内で検査を受けた

区外の方の数値は含まれない。また、陰性確認検査として一人で複数回実施した検査件数を含んでい

る。 

＜ＰＣＲ検査件数の推移＞ 
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（10）ＰＣＲ検査（社会的検査）の実施実績 

介護事業所等を対象としたＰＣＲ検査（社会的検査）の実施実績は次のとおりである。 

＜全体＞ 

 
行政検査 スクリーニング検査 

【令和 3年 1月 13 日 

受付開始】 計 
【令和 2年 10 月 1日受付開始】 

随時検査 定期検査 

実施設数 1,162 施設 716 施設 446 施設 344 施設 

 介護事業所 563 施設 223 施設 340 施設 244 施設 

 障害者施設 198 施設 102 施設 96 施設 98 施設 

 上記以外 401 施設 391 施設 10 施設 2 施設 

延べ施設数 2,746 施設 1,766 施設 980 施設 2,787 施設 

 介護事業所 1,224 施設 472 施設 752 施設 1,861 施設 

 障害者施設 432 施設 236 施設 196 施設 919 施設 

 上記以外 1,090 施設 1,058 施設 32 施設 7 施設 

検査数 63,854 件 47,505 件 16,349 件 30,878 件 

 介護事業所 28,905 件 15,485 件 13,420 件 18,068 件 

 障害者施設 8,412 件 5,864 件 2,548 件 12,578 件 

 上記以外 26,537 件 26,156 件 381 件 232 件 

陽性者数 

（陽性率） 

936 件 

（1.47%） 

911 件 

（1.92%） 

25 件 

（0.15%） 

 

陽性把握 

実施設数 
301 施設 289 施設 12 施設 

 介護事業所 82 施設 71 施設 11 施設 

 障害者施設 33 施設 32 施設 1 施設 

 上記以外 186 施設 186 施設 0 施設 

※行政検査の実績数には保健所や医師会等で行っている従来型のＰＣＲ検査の実績数は含まれていない。 

※定期検査は令和 3年 10月以降より停止している。 

※スクリーニング検査は令和 4年 1月以降より停止している。 

※随時検査は令和 4年 7月 1日より運用を変更している。 

＜週ごとの検査数および陽性者数＞ 
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（11）抗原定性検査キットの配布実績（社会的検査等） 

  令和３年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和４年度（７月末時点） 

配布目的 配布数 

社会的検査対象施設への備え置き等 128,500  

内
訳 

高齢施設 59,675  

障害施設 10,675  

保育園幼稚園等 30,875  

小中学校(新 BOP 含む) 26,675  

児童養護施設等 600  

施設および家庭における感染拡大防止 72,425  

行事前検査 45,485  

医療機関への支援 11,207  

その他 640 

合計 258,257  

 

 

 

配布目的 配布数 

社会的検査対象施設への備え置き等 242,075  

内
訳 

高齢施設 83,760  

障害施設 24,250  

保育園幼稚園等 69,185  

小中学校(新 BOP 含む) 62,900  

児童養護施設等 1,980  

施設および家庭における感染拡大防止 69,950  

行事前検査 41,425  

医療機関への支援 50,000  

区民等への配布 128,388  

その他（保健所等） 4,780  

合計 536,618  
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（12）クラスター発生状況  

令和 4 年 1 月以降、感染拡大や国からの通知による積極的疫学調査の手法変更等によ

り、保健所による正確なクラスター（5人以上の患者発生のあった施設）発生数の把握が

現在困難なため、施設所管課が一定の期間に同一施設で感染者が 5人以上発生した件数を

速報値として記載し、また、各期間での発生件数を順に足し合わせ、累計として記載して

いる。 

  

＜区内のクラスター発生状況【累計】＞ 

施設等 
R3.8 月 22 日 

現在 
10 月 24 日 

現在 
R4.1 月 23 日 
現在※2 

4 月 3 日 
現在※2 

8 月 14 日 
現在※2 

医療機関 13 件 
14 件 

（＋1） 

17 件 

（＋3） 

26 件 

（＋9） 

37 件 

(＋11) 

高齢者施設 32 件 
34 件 

（＋2） 

37 件 

（＋3） 

96 件 

（＋59） 

191 件 

（＋95） 

障害者施設 ― 
1 件 

（＋1） 

4 件 

（＋3） 

19 件 

（＋15） 

34 件 

（＋15） 

保育園 11 件 
21 件 

（＋10） 

37 件 

（＋16） 

212 件 

（+175） 

442 件 

（+230） 

幼稚園 2 件 
3 件 

（＋1） 

9 件 

（＋6） 

18 件 

（＋9） 

37 件 

（＋19） 

小学校 3 件 
3 件 

（0） 

44 件 

（＋41） 

105 件 

（＋61） 

166 件 

（+61） 

中学校 8 件 
9 件 

（＋1） 

18 件 

（＋9） 

47 件 

（＋29） 

76 件 

（+29） 

計 69 件 
85 件 

（＋16） 

166 件 

（＋81） 

523 件 

（+357） 

983 件 

（＋460） 

※1 カッコ内は前回集計からの増加数を表している。 

※2 これまでの保健所の集計方法とは異なり施設毎に集計方法や集計数に差があるため、あくまでも参 

考値であり、今後数値が大幅に変更になる可能性がある。 
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（13）社会福祉施設等での感染の発生状況 

区内の社会福祉施設等で、職員や利用者に患者が発生した事例は 10,406 件把握してい

る（令和 4年 8月 14 日現在）。前回集計時（令和 4年 4月 3日現在）の 5,476 件から、こ

の約 4か月の間で約 1.9 倍の件数となった。 

なお、前回から増加した件数の内訳では、区立小学校が 4,820 件となっており、多くの

感染者が発生した。また、保育施設等で 3,856 件、区立中学校で 1,328 件となっており、

前回集計時から引き続き、比較的若い世代の感染に注意が必要な状況である。 

＜社会福祉施設等での感染の発生状況【累計】＞ 

施設等 
R3.7 月⒙日 

現在 

8 月 22 日 

現在 

10 月 24 日 

現在 

R4.1 月 23 日

現在 

4 月 3 日 
現在 

8 月 14 日 
現在 

 

高齢

者 

サー

ビス 

通所介護 52 件 57 件 60 件 67 件 125 件 215 件 

地域密着型通所介護 37 件 40 件 42 件 47 件 85 件 139 件 

短期入所生活介護 7 件 8 件 9 件 11 件 16 件 25 件 

認知症対応型共同生活介護 11 件 16 件 19 件 21 件 37 件 61 件 

有料老人ホーム（特定施設入居

者生活介護） 
30 件 37 件 46 件 57 件 106 件 188 件 

訪問介護 37 件 41 件 46 件 52 件 100 件 180 件 

訪問リハビリテーション 2 件 2 件 3 件 3 件 5 件 9 件 

特別養護老人ホーム（介護老

人福祉施設） 
21 件 27 件 32 件 38 件 61 件 116 件 

訪問看護 6 件 8 件 10 件 14 件 42 件 92 件 

総合事業 1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 

件 

1 件 

介護老人保健施設 6 件 9 件 9 件 11 件 18 件 30 件 

居宅介護支援 5 件 5 件 7 件 8 件 12 件 33 件 

通所リハビリテーション 6 件 6 件 7 件 9 件 16 件 25 件 

看護小規模多機能型居宅介護 2 件 3 件 3 件 3 件 5 件 9 件 

認知症対応型通所介護 2 件 2 件 2 件 2 件 11 件 21 件 

都市型軽費老人ホーム 1 件 1 件 1 件 1 件 4 件 10 件 

地域密着型特別養護老人ホーム 

（地域密着型介護老人福祉施設入所

者生活介護） 

1 件 1 件 1 件 1 件 1 件 4 件 

定期巡回・随時対応型訪問介

護看護 
1 件 2 件 2 件 3 件 4 件 6 件 

訪問入浴介護 1 件 2 件 2 件 4 件 6 件 12 件 

介護予防支援 1 件 1 件 1 件 1 件 13 件 27 件 

小規模多機能型居宅介護 2 件 2 件 2 件 3 件 7 件 16 件 

サービス付き⾼齢者向け住宅

（特定施設⼊居者⽣活介護含む） 
2 件 2 件 2 件 3 件 16 件 25 件 
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住宅型有料老人ホーム 1 件 2 件 3 件 5 件 18 件 43 件 

福祉用具貸付 ― ― ― ― 1 件 1 件 

養護老人ホーム ― ― ― ― 1 件 2 件 

計 235 件 
275 件 

（+40） 

310 件 

（+35） 

365 件 

（+55） 

711 件 

（+346） 

1,290 件 

（+579） 

※カッコ内は前回集計からの増加数を表している。 

 

施設等 
R3.7 月⒙日 

現在 

8 月 22 日 

現在 

10 月 24 日 

現在 

R4.1 月 23 日 

現在 

4 月 3 日 
現在 

8 月 14 日 
現在 

障害

者 

サー

ビス 

障害児通所施設 14 件 25 件 29 件 37 件 122 件 237 件 

障害者通所施設 21 件 43 件 50 件 65 件 134 件 225 件 

障害者入所施設 3 件 3 件 4 件 5 件 7 件 10 件 

居宅介護事業所 8 件 10 件 13 件 15 件 38 件 42 件 

相談支援事業所 2 件 2 件 4 件 4 件 10 件 14 件 

障害者グループホーム 7 件 9 件 11 件 15 件 30 件 48 件 

短期入所施設 ― ― ― ― 3 件 12 件 

就労相談所 ― ― ― ― ― 1 件 

その他 ― ― ― ― ― 1 件 

計 55 件 
92 件 

（＋37） 

111 件 

（＋19） 

141 件 

（＋30） 

344 件 

（＋203） 

590 件 

（＋246） 

保育 

施設

等 

企業主導型保育施設 1 件 3 件 6 件 

310 件 

10 件 

512 件 

132 件 214 件 

私立認可保育園 127 件 237 件 310 件 512 件 

 

2,177 件 4,497 件 

区立認可保育園 32 件 55 件 82 件 133 件 1,168 件 2,219 件 

認証保育所 11 件 15 件 27 件 36 件 238 件 352 件 

認可外保育施設 

 

 

19 件 37 件 51 件 75 件 248 件 371 件 

私立認定こども園 12 件 19 件 21 件 22 件 111 件 235 件 

病児・病後児保育事業 0 件 0 件 0 件 0 件 7 件 15 件 

一時預かり施設 1 件 3 件 

2 件 

3 件 3 件 8 件 14 件 

地域子育て支援拠点施設 1 件 2 件 4 件 6 件 

 

7 件 35 件 

計 204 件 
371 件 

（＋167） 

504 件 

（＋133） 

797 件 

（＋293） 

4,096 件 

(+3299) 

7,952 件 

（+3856） 

幼稚

園 

私立幼稚園 36 件 38 件 48 件 81 件 256 件 455 件 

区立幼稚園 1 件 2 件 12 件 26 件 69 件 119 件 

計 37 件 
40 件 

（＋3） 

60 件 

（＋20） 

107 件 

（＋47） 

325 件 

（＋218） 

574 件 

（＋249）

け） 
合計 531 件 

778 件 

（＋247） 

985 件 

（＋207） 

1410 件 

（＋425） 

5,476 件 

(＋4066) 

10,406 件 

(＋4930） 

※カッコ内は前回集計からの増加数を表している。 
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＜社会福祉施設等での感染発生状況【1か月当たりの増加件数】＞ 

施設等 
R3.7 月 18 日 

→ 

8 月 22 日 

8 月 22 日 

→ 

9 月 19 日 

9 月 19 日 

→ 

10 月 24 日 

R3.10 月 24 日 

→ 

R4.1 月 23 日 

1 月 23 日 

→ 

4 月 3 日 

4 月 3 日 

→ 

8 月 14 日 

高齢者 

サービス 
40 件 27 件 8 件 約 19 件 約 139 件 約 145 件 

障害者 

サービス 
37 件 19 件 0 件 約 11 件 約 82 件 約 62 件 

保育施設等 167 件 123 件 10 件 約 98 件 約 1,320 件 約 964 件 

幼稚園 3 件 18 件 2 件 約 16 件 約 88 件 約 63 件 

 ※小数点以下は切り上げ。 
 

【参考①-ⅰ】区立小中学校での感染の発生状況【累計】 

施設等 
R3.7 月 18 日 

現在 

8月 22日 

現在 

10 月 24 日 

現在 

R4.1 月 23 日

現在 

4 月 3日 

現在 

8月 14日 

現在 

区立小学校 236 件 
373 件 

（＋137） 

607 件 

（＋234） 

1,150 件 

（＋543） 

5,632 件 

（＋4482） 

10,452 件 

（+4820） 

区立中学校 80 件 
142 件 

（＋62） 

220 件 

（＋78） 

366 件 

（＋146） 

1,147 件 

（＋781） 

2,475 件 

（+1328） 

※カッコ内は前回集計からの増加数を表している。 
 
 

【参考①-ⅱ】区立小中学校での感染の発生状況【1か月当たりの増加件数】 

施設等 
R3.7 月 18 日 

→ 

8 月 22 日 

8 月 22 日 
→ 

9 月 19 日 

9 月 19 日 
→ 

10 月 24 日 

R3.10 月 24 日 

→ 

R4.1 月 23 日 

1 月 23 日 

→ 

4 月 3 日 

4 月 3 日 

→ 

8 月 14 日 

区立小学校 137 件 226 件 8 件 181 件 約 1,793 件 約 1,205 件 

区立中学校 62 件 77 件 1 件 約 49 件 約 313 件 約 332 件 

※小数点以下は切り上げ。 

 

【参考②】高齢者施設での月別陽性者（令和 4年 4月～令和 4年 8月） 

月 
職員 

陽性者数 

利用者 

陽性者数 
陽性者数 

クラスター 

発生数 

R4.4 月 68 人 81 人 149 人 4 件 

5 月 49 人 43 人 92 人 4 件 

6 月 36 人 64 人 100 人 6 件 

7 月 430 人 568 人 998 人 58 件 

8 月（14 日まで） 241 人 277 人 518 人 23 件 

合計 824 人 1033 人 1857 人 95 件 
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2 区の感染予防の取組み 

（1）新型コロナウイルス感染症に関する取組概要 

※前回（令和 4年 4月 3日時点）の内容から更新している箇所に下線を引いています。 

１相談 

分類 項目 内容 

電話 新型コロナウイルス相談窓

口 

症状はないが、新型コロナウイルス感染症に関する

相談対応を実施（外部委託） 

発熱相談センター 発熱や全身のだるさ等の症状がある方の相談対応を

実施（外部委託） 

後遺症相談窓口 療養期間終了後も何らかの症状が残っている方の相

談対応を実施（外部委託） 

 

２検査 

分類 項目 内容 

PCR 検査 従来型検査（行政検査） 無症状の濃厚接触者を中心に区内 2か所で検査を実

施（外部委託） 

社会的検査（行政検査） 区内介護事業所等の社会福祉施設を対象に早期に感

染者を発見し、重症化防止やクラスター発生の抑止

を目的とした検査を実施 

・医師の診断が伴う検査で無症状者を対象 

・定期検査と随時検査の 2種類 

 ※現在定期検査は停止中 

社会的検査（スクリーニン

グ検査） 

区内介護事業所、障害者施設、児童養護施設等を対

象に早期に感染者を発見し、重症化防止やクラスタ

ー発生の抑止を目的とした検査を実施 

・医師の診断が伴わない検査で無症状者を対象 

・検査の結果、「陽性（感染疑い）」となった場合、

随時検査（医師の診断を伴う検査）または医療機関

による診療・診断が必要 

※現在スクリーニング検査は停止中 

抗原定性検

査 

随時検査の補完 区内介護事業所等を対象に一定以上のウイルス量を

有する方を早期に発見することでクラスター発生抑

止、重症化防止を図ることを目的として実施 

・医師の診断が伴わない検査で無症状者および軽い 

倦怠感やのどの痛みなど、体調が気になる場合が

対象 

・検査の結果、「陽性（感染疑い）」となった場合、

随時検査（医師の診断を伴う検査）または医療機

関等による診療・診断が必要 
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行事前検査 

 

速やかな検査が可能な抗原定性検査を活用し、小中

学校において校外学習や部活動の大会等の行事実施

前に検査することで、感染拡大防止を図る 

・検査の結果、「陽性（感染疑い）」となった場合、

随時検査（医師の診断を伴う検査）または医療機

関による診療・診断が必要 

医療機関支援（P36 を参

照） 

感染拡大に伴う、医療機関への支援として抗原定性

検査キットを区内の医療機関へ配布 

PCR 等検査

無料化事業 

 

東京都 PCR 等検査無料化事

業に関する民間事業者との

連携 

川崎重工業株式会社と連携し、東京都が実施してい

る PCR 等検査無料化事業に基づき、新型コロナウイ

ルス感染症の感染不安を感じる都民に対し、無料で

PCR 等検査を実施 

診断 東京都陽性者登録センター 東京都が診療・検査医療機関への受診集中の緩和及

び迅速な陽性判定の実施を目的とし開設 

・医療用抗原定性検査キット等での自主検査で陽性

と判明した都民（20 代～40 代に限る）が、オンラ

インで申請を行い、医師が陽性診断を行う。 

 

３診療 

分類 項目 内容 

診療 医療機関によるオンライン

診療体制の確保 

感染拡大に伴う地域医療の発熱外来ひっ迫を解消す

るため、医療機関による重症化リスクの低い区内在

住者等（有症状者）を対象としたオンライン診療体

制の確保を実施 

 

４保健所体制強化 

分類 項目 内容 

保健所体制

強化 

庁内応援体制 全庁応援を実施（データ入力、積極的疫学調査等） 

委託の活用 事務職・看護師の人員増にて対応（データ入力、積

極的疫学調査等） 

大学との連携 日本体育大学及び国士舘大学との協定に基づく、 

救急救命士の資格を持つ大学教員等による業務支援 

療養サポートシート 陽性時の患者への連絡及び調査の効率化を目的に、

事前に必要な情報を電子申請で入力 
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５療養支援 

分類 項目 内容 

自宅療養 

(P26 を参

照) 

世田谷区自宅療養者 

相談センター 

陽性者や濃厚接触者からの相談対応を実施（外部委

託） 

自宅で療養している方で、体調に不安のある方から

の相談対応や、食料配送を実施している 

東京都自宅療養サポートセ

ンター（うちさぽ東京） 

東京都が実施する自宅療養者からの相談対応 

自宅で療養している方で、体調に不安のある方から

の相談対応や、食料配送及びパルスオキシメーター

の配布を実施している 

健康観察 

世田谷区健

康観察 

センター 

・全ての療養者へ保健所から療養案内を記載したシ

ョートメッセージを送信（外部委託） 

・都のフォローアップセンターの対象外の方で、保

健所による健康観察が必要な有症状の方の健康観察

を実施 

・有症状患者のリストを区・事業者でモニタリング

し、症状に応じて機動的に架電し、健康状態を的確

に把握（外部委託） 

東京都フォ

ローアップ

センター 

東京都が実施する自宅療養者への健康観察 

東京都フォローアップセンターの対象者（50 歳以上

または基礎疾患ありの方）について、保健所から都へ

健康観察依頼をしている 

医療機関 かかりつけ医等の医療機関による健康観察の実施 

パルスオキシメーター配布

（区） 

希望する自宅療養者に対して配布できるよう、8月

14 日時点で 9,160 台を確保 

酸素濃縮装置 東京都 契約及び協定により、1,000 台を確保 

世田谷区 契約及び協定により、約 16 台を確保 

体調悪化時の

対応 

医師会 電話オンライン診療や往診等の体制を維持 

訪問看護ス

テーション 

訪問看護業務委託を東京都が継続実施し、区におけ

る往診体制でも活用した 

世田谷区 
上記健康観察センターから、連携医療機関に対して

電話・オンライン診療や往診を実施（外部委託） 

食料配送(区) 委託 申し込みから 3日以内に飲料、ゼリーなど流動食を

配送できるよう外部委託を実施 

宿泊療養 宿泊療養施設 東京都で運営（33施設）＜最大 12,000 室稼働＞ 

感染拡大時療養施設 東京都で運営（2施設）＜最大約 430 床稼働＞ 

酸素療養 

 

区酸素療養ステーション

(P27 を参照) 

世田谷区民を対象として 1月 11 日より開設し、 

（16 床）、8月 14 日時点で 124 名を受け入れた 

都酸素医療・提供ステーシ

ョン 

東京都で運営（4施設）＜458 床稼働＞ 
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６入院 

分類 項目 内容 

病床の確保 医療機関支援 

(P29 を参照) 

医療機関の受け入れ体制を強化及び地域医療体制の

確保のため、新型コロナウイルス感染症に対応する

医療機関を支援する 

臨時の医療施設 「医療機能強化型」、「高齢者等医療支援型」（うち 1

施設は区内立地（7月開設））、「妊婦支援型」の臨時

の医療施設を東京都で運営 

※高齢者等医療支援型施設の入所者については、感

染者のうち「入院中」に計上されている 

 

７治療 

分類 項目 内容 

軽症 中和抗体薬（抗体カクテル

等） 

都による患者移送・患者からのコールセンターを設

置し、入院・外来等で投与できる体制を構築 

経口治療薬 
国の登録センターに登録済みの医療機関や薬局を通

じた薬の提供体制 

 

８研究 

分類 項目 内容 

研究 Ct 値 今後の区の新型コロナウイルス感染症の感染症対策

を、より一層効果的なものとすることを目的に、社

会的検査の陽性事例のウイルス量（Ct値）の傾向を

慶應義塾大学医学部腫瘍センターゲノム医療ユニッ

ト長医学博士西原教授の監修のもと、分析した結果

を報告書としてとりまとめた（令和 3年 5月 26 日

福祉保健常任委員会報告済み） 

 

９ワクチン 

分類 項目 内容 

ワクチン (P40 を参照) 
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１０その他 

分類 項目 内容 

その他 後遺症 

 

・令和 3年度に２回の後遺症アンケート調査を実施

し、3月に報告書としてとりまとめた（令和 4年 3

月 25 日議会情報提供済み） 

・アンケートの自由意見欄には健康面の不安のほか

に労働問題の課題に関する意見が多数あり、労働相

談や生活に関する相談窓口等との連携により総合的

に対応できるよう相談体制を整備した（令和 4年 4

月 6日議会情報報告済み） 
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（2）新型コロナウイルス感染症に関する業務フロー 

  区は新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、保健所・保健福祉政策部を

はじめとした関係所管部の職員及び民間の多様な人材の活力を活用し、次のようなフロー

で対応を行っている。 
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（3）新型コロナウイルス感染症に関する検査フロー 

  区は新型コロナウイルスに感染していないか不安があり、検査を受けたい場合にどのよ

うに行動したらよいか、フローチャートを作成し、ホームページにて周知している。なお、

令和 4年 7月 22 日より濃厚接触者の待機期間が 7日間から 5日間へ短縮された。 
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（4）新型コロナウイルス感染症自宅療養者への支援 

 ①年齢・症状別自宅療養者への支援（連絡、健康観察、物資） 令和4年8月1日時点 

 

 

②在宅での酸素投与の体制整備 

令和3年4月下旬より、区、健康観察センターの受託事業者、在宅酸素供給事業者の3者

が連携し、入院調整中で酸素吸入が必要な感染者へのフォローアップ体制を強化した。

主に自宅療養中に呼吸苦等の発現により症状が悪化し、入院調整が必要と判断された感

染者を対象として、自宅に速やかに酸素濃縮器を運搬するとともに、医療職による在宅

での酸素投与等の診療体制を現在も維持している。（図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象 おおよその割合 初回SMS 初回架電 健康観察 パルスオキシメーター 配食（都） 配食（区）

入

院
入院 入院を要する方 － 〇 〇 医療機関 × × ×

ホテル
ハイリスク同居者がいる方

（隔離不可）

自主ホテル 自主的にホテル希望する方

医療機関

管理

診断医がフォローアップ

する方
7.5% 〇 × 診断医

〇

(希望者は

うちさぽへTEL）

〇

(希望者は

うちさぽへTEL）

〇

（希望者のみ配送）

外部人材

〇

(入院待機者は

都から配送）

× ×

区FUC
〇

(希望者のみ配送)

〇

(希望者は

うちさぽへTEL）

〇

（希望者のみ配送）

フォローアップ

センター

（都FUC）

50歳以上又は基礎疾患

(服薬等でコントロール可)等あ

り

25% 〇 × 都FUC

〇

(希望者は

うちさぽへTEL）

〇

(希望者は

うちさぽへTEL）

〇

（希望者のみ配送）

うちさぽ

東京

（都）

上記以外の方 60.5% 〇 × 患者本人

〇

(希望者は

うちさぽへTEL）

〇

(希望者は

うちさぽへTEL）

×

△

（対象者の

み）

〇

×

分類

ホ

テ

ル

保健所

(区)

入院待機者又はHCフォローが

必要な有症状者
3.5%

自

宅

療

養

3.5% ホテル × × ×〇

（図） 
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【在宅酸素供給実績】（令和4年8月14日時点） 

期間 貸出台数 

感染第4波～5波（R3.5～9） 83台 

感染第6波（R4.1～3） 27台 

感染第7波（R4.7～） 9台 

 

③都の自宅療養者への医療支援策の活用 

東京都でも、令和3年5月より自宅療養者が急増した場合に備え、都内全域において、

自宅療養者の体調が悪化した場合、東京都・東京都医師会と地区医師会が連携し、地域

の医師等による電話（オンライン含む）や訪問による診療が受けられる体制を構築して

いる。区においても、世田谷区医師会、玉川医師会との連携により、東京都の自宅療養

者支援の仕組みを積極的に活用し、自宅療養者の健康観察や往診対応等の自宅療養者の

支援に引き続き取り組んでいく。 

 

④酸素療養ステーション（世田谷区入院等待機施設）の開設・運用 

新型コロナウイルス感染症患者の急増により入院待機等が発生した場合に備え、令和4

年1月11日に酸素投与を含め患者に必要な支援を行うことを目的に世田谷区入院待機施設

を再開設した。家族や集団生活内での2次感染を防ぎたい方を利用対象にするなど、オミ

クロンの特性に対応した柔軟な受け入れを行っている。 

 

＜世田谷区酸素療養ステーション（世田谷区入院等待機施設）の概要＞ 

1 施設の位置づけ  

感染症法に基づく新型コロナウイルス感染症患者の宿泊療養施設 

2 設置場所  

区内社会福祉施設を活用（非公開） 

3 定員  

16名（世田谷区民対象） 

※7/20（ピーク時）の最大利用者数14名 

4 運用実績 

 （1）入所者数 

 

 

 

（2）年代別入所者数（累計） 

 

 

 

（3）酸素投与件数（累計）   

 

 

 

男 女 合計 

71 53 124 

10 歳未満 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 歳以上 

1 5 17 19 12 19 17 28 6 

酸素投与 

5 
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（4）点滴投与件数（累計）   

 

 

 

（5）退所後の行先（累計）※3名入所中  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点滴投与 

19 

病院 ホテル 自宅 

14 13 94 
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（5）新型コロナウイルス感染症対応医療機関等支援事業 

新型コロナウイルス感染拡大に対応する医療機関の受入れ体制を強化するとともに、

地域医療体制の確保を図るため区内の医療機関を支援する補助事業を実施し、区内 77 の

医療機関を支援している。令和 4年 8月 14 日現在の実績は下記のとおりである。（令和 4

年 4月～6月の実績は 9月末に確定予定。） 

 

① 新型コロナウイルス感染症専用病床確保支援 

 区内の新型コロナウイルス感染症患者入院受入医療機関に対し、新型コロナ病床を重

症の区民が使用した場合に、1日につき 1床あたり 24,000 円、中等症Ⅱの区民が使用し

た場合、1日につき 1床あたり 16,000 円、その他の症状の区民が使用した場合、1日に

つき 1床あたり 8,000 円を補助している。 

 

＜区内確保病床数の推移＞                ※自衛隊中央病院を除く 

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

179 191 191 ※実績は 9月末に確定予定       

 

 ＜確保病床の区民使用数（延べ）＞                    

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

1535 2215 1970 ※実績は 9月末に確定予定       

 

＜確保病床のうち区民使用率＞                      

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

73.9％ 69.2％ 66.9％ ※実績は 9月末に確定予定       

 

＜入院患者数の推移＞                  ※自衛隊中央病院を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

20

40

60

80

100

120

140

1 / 1 1 / 1 1 1 / 2 1 1 / 3 1 2 / 1 0 2 / 2 0 3 / 2 3 / 1 2 3 / 2 2

令和4年1月～3月 入院患者数・症状別患者数推移

入院患者数 重症 中等症Ⅱ 中等症Ⅰ 軽症 その他
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② 発熱外来等の運営支援 

 区民が身近な医療機関において新型コロナウイルスに係る検査が実施できるよう、PCR

検査について行政検体の受入れ、または保険診療による検査を実施する医療機関に対し

補助を行っている。第 5波において、各医療機関において検査数の大幅な増加が見受け

られ、衛生資材等の消費量の増加も想定されることから、令和 4年度は検査数に応じた

補助となっており、1か月あたりの保険診療による PCR 検査及び抗原検査数の合計が 300

件以上の場合、1か月あたり 40 万円、200 件以上の場合、1か月あたり 30 万円、100 件

以上の場合、1か月あたり 20 万円、100 件未満の場合 10 万円を補助している。 

区内 77 の医療機関が支援を受けている。そのうち、発熱外来等が 72、訪問診療が 2、

帰国者・接触者外来が 3となっている。 
 

＜補助事業実施医療機関による PCR 検査数＞            

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

12789 10212 8663 6743 5385 4523       

※帰国者・接触者外来除く 
 

＜補助事業実施医療機関による抗原検査数＞                

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

6988 7529 6735 5511 4697 4003       
 

※４月～６月分の検査数実績は 8月 14 日時点の速報値 

 

 

0
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令和3年７月～令和４年３月 入院患者数・症状別患者数推移

入院患者数 重症 中等症Ⅱ 中等症Ⅰ 軽症 無症状 疑い
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③ 休業・縮小施設の再開支援 

 医療機関の従業員または入院患者が新型コロナウイルス感染症にり患、またはその疑

いが発生したことにより、外来診療の一部または全部の休診、病床使用停止になった場

合に、補助を実施している。休診した 1ラインごとに、1日につき 41,700 円、病床の使

用停止は 1日、1床あたり 8,000 円を補助している。 
 

 ＜休診補助医療機関数等＞                        

 R4.1～3 月 4～6月 7～9月 10 月～12月 

休診した医療機関 5（57 日） ※実績は 9 月末に確定予定   

補助した停止病床数 延べ 765 床 ※実績は 9 月末に確定予定   

 

 

④ 新型コロナウイルス感染症回復後患者の転院受入支援 

新型コロナウイルス感染症の退院基準を満たしたが、リハビリや他の疾患の療養の必要、 

介護者の罹患などの理由により自宅や入所施設、グループホーム等に戻ることのできない 

入院患者の転院等を受け入れる区内の医療機関や高齢者施設等を支援し、区内の新型コロ 

ナウイルス感染症入院受入病床の確保を図っている。 

 ア．新型コロナウイルス感染症入院受入医療機関より回復後患者を受入れた場合、 

1 日につき 8,000 円（転院日より 20 日間を限度） 

 イ．ア（区内に限る）に転院を実施した医療機関は患者 1名につき 12,000 円 

 ウ．自院にて回復後患者をコロナ病棟以外に転床させた場合、1日につき 8,000 円 

   （転床翌日より 10 日間を限度） 

  

＜区内病院より転院を受け入れた患者数＞                 

 R4.1～3 月 4～6月 7～9月 10 月～12月 

転院受入患者数 4 名 ※実績は 9 月末に確定予定   

転院後の入院日数（延べ） 74 日 ※実績は 9 月末に確定予定   

 

＜自院にて回復後患者の転床を実施した患者数＞              

 R4.1～3 月 4～6月 7～9月 10 月～12月 

転床実施患者数 105 名 ※実績は 9 月末に確定予定   

転床後の入院日数（延べ） 1,887 日 ※実績は 9 月末に確定予定   

 

 

 

 

 

 

 

36



32 

 

（6）社会的検査の取組み 

保健所等が実施する「感染症の疑いがある有症状の方や濃厚接触者の PCR 検査」に加え、

有症状者や濃厚接触者に限らない検査の取組みとして、施設利用者への感染を防ぎ、重症

化を避けることや、施設内でのクラスター発生を抑止することを目的として令和 2 年 10

月から「社会的インフラを継続的に維持するための検査（社会的検査）」を実施している。 
 

1 令和 4年 7月 1日以降の対応 

 今後の感染拡大に備え、より迅速に、効果的に検査を実施するため、社会的検査の検査

体制を令和 4年 7月 1日より以下のとおり変更した。また今後も感染力の強い新たな変異

株が突然発生することも想定されるため、安定した検査を継続的に実施できるよう、令和

4年 12 月まで社会的検査の実施を延長する。 
 

（1）随時検査の運用変更 

社会的検査の対象施設等内で陽性者が発生した場合、重症化リスクの高い施設等（高

齢・障害施設等）に対しては、抗原定性検査を実施し、一定以上のウイルス量を有する方

を早期に発見するとともに、抗原定性検査キット（以下、「簡易キット」）の判定結果に関

わらず、同時並行で随時検査の予約を受け付け、ＰＣＲ検査を実施することで、感染者の

発見に努め、重症化及びクラスターを抑止する。その他の施設等（保育施設、幼稚園、小

中学校、新ＢＯＰ、児童養護施設等）については、感染者が発生した場合、原則抗原定性

検査を実施し、随時検査は簡易キットで陽性判定となった方に対象を絞り実施する。 

 

ア 重症化リスクの高い施設等（高齢・障害施設等）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

イ その他の施設等（保育施設、幼稚園、小中学校、新ＢＯＰ、児童養護施設等）の場合     

※2 

  

 

 

 

 

 

 

 

※1 備え置きの簡易キットによる自己採取 

※2 クラスターが発生（感染者が 5人以上発生）した場合は、アの扱いとする。 

 

事業所・施設内で感

染者が発生した場合 

 

随時検査（ＰＣＲ）の

実施 

事業所・施設内で感

染者が発生した場合 

 

抗原定性検査の実施 

※1（発生直後） 

随時検査（ＰＣＲ）の実施

（申込から 2～3日後） 

変
更
前 

 
変
更
後 

 

事業所・施設内で感

染者が発生した場合 

 

随時検査（ＰＣＲ）の

実施 

事業所・施設内で感

染者が発生した場合 

 

抗原定性検査の実施 

※1（発生直後） 

随時検査（ＰＣＲ）の実施 

（申込から 2～3日後） 変
更
後 

 

変
更
前 

 

陽性判定 

感染予防策の継続実施 

※有症状の場合は医療機

関を受診 

陰性判定 

判定結果に関わらず 
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（2）備え置き用の簡易キットの配付方法等の変更 

  下表のとおり、備え置き用として 4月に配付する簡易キットの用途を「感染者又は感

染疑いのある方に接触した可能性が高く、かつ、感染の不安がある場合」（随時検査の補

完②）や「軽い倦怠感やのどの痛みなど、体調が気になる場合」（随時検査の補完③）に

限らず、「事業所・施設内で感染者が発生した場合」（随時検査の補完①）へ拡充する。 

備え置きの簡易キットが無い（もしくは、事業所・施設内で感染者が発生し実際に簡

易キットを使用した等の理由により不足している）場合、施設等からの希望に応じて、

その都度簡易キットを配付（補充）する。 

 

 

※1 高齢・障害入所系施設の利用者は、医療従事者による採取もしくは検体採取に関す

る注意点を理解した職員の管理下で自己採取可能であれば、対象とする。 

※2 利用者は感染拡大の傾向が見られる場合に、使用可能とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

変
更
前
（ 

月
～ 

月
） 

用途 配付方法 対象 

随時検査の補完① 

事業所・施設内で感染者が発生した場合 

随時検査の受検までに時

間を要する場合に配付 

職員 

利用者※1 

随時検査の補完② 

（上記①以外の場合で）感染者又は感染

疑いのある方に接触した可能性が高く、

かつ、感染の不安がある場合 

事前配付 

 

・備え置き用として、4月

に配付済み。7月に 2回目

の配付を予定 

・追加配付無し 

 

職員 

利用者※1※2 

 

 

随時検査の補完③ 

軽い倦怠感やのどの痛みなど、体調が気

になる場合 

変
更
後
（ 
月
～ 

月
） 

用途 配付方法 対象 

随時検査の補完① 

事業所・施設内で感染者が発生した場合 

・備え置きの簡易キット

が無い（もしくは不足し

ている）場合、施設等か

らの希望に応じて、その

都度配付（補充） 

 

職員 

利用者※１ 

随時検査の補完② 

（上記①以外の場合で）感染者又は感染

疑いのある方に接触した可能性が高く、

かつ、感染の不安がある場合 

職員 

利用者※1※2 

 

 

随時検査の補完③ 

軽い倦怠感やのどの痛みなど、体調が気

になる場合 

4 

9 

7 

12 
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（3）随時検査予定数、簡易キット配付予定数の変更 

  上記（1）（2）の変更に伴い、令和 4年度（12 月まで）における随時検査及び簡易キ

ットの予定数量を、下表のとおり変更する。 

 随時検査予定数 簡易キット配付予定数 

変
更
前
（ 

月
～ 

月
） 

12,000件 

 

35万キット 

【内訳】 

随時検査の補完①・・・・・・・・・・・・56,000 

随時検査の補完②③・・・・・・・・・・ 144,000 

行事前検査・・・・・・・・・・・・・・・76,000 

施設および家庭における感染拡大防止・・・74,000 

変
更
後
（ 

月
～ 

月
） 

46,000件 

 

※第6波（1月～3月）

は約18,000件 

55万キット 

【内訳】 

随時検査の補完①②③・・・・・・・・・362,000 

行事前検査・・・・・・・・・・・・・・114,000 

施設および家庭における感染拡大防止・・ 74,000 

 

4 

9 

4 

12 
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令和4年度の社会的検査の体制（令和４年１２月まで）について　※太枠内が変更箇所

職員・教員 利用者・入所者 職員・教員 利用者・入所者

介護事業所・障害者施設（入所系） 対象 対象（※２）

介護事業所・障害者施設（通所・訪問系） 対象 対象（※２）

児童養護施設等 対象（※３） 対象（※３）

保育園・幼稚園等 対象（※３） 対象（※３）

小学校・中学校・新BOP 対象（※３） 対象（※３）

介護事業所・障害者施設（入所系） 対象外 対象（※１） 対象外 対象（※１）

介護事業所・障害者施設（通所・訪問系） 対象外 対象外 対象外 対象外

児童養護施設等 対象外 対象（※１） 対象外 対象（※１）

保育園・幼稚園等 対象外 対象外 対象外 対象外

小学校・中学校・新BOP 対象外 対象外 対象外 対象外

保健所から依頼があった施設・事業所

介護事業所・障害者施設（入所系）

介護事業所・障害者施設（通所・訪問系）

児童養護施設等

保育園・幼稚園等

小学校・中学校・新BOP

介護事業所・障害者施設（入所系）

介護事業所・障害者施設（通所・訪問系）

児童養護施設等

保育園・幼稚園等

小学校・中学校・新BOP

施設および家

庭における感

染拡大防止

軽い倦怠感やのどの痛みなど、体調が気にな

る場合
保育園・幼稚園等 対象外

対象（※５）

対象外

対象（※５）

行事前

検査

小中学校等において、校外活動等（宿泊行事

や部活動大会）に参加する場合
小学校・中学校

介護事業所・障害者施設（入所系）

児童養護施設等

介護事業所・障害者施設（入所系）

介護事業所・障害者施設（通所・訪問系）

児童養護施設等

※１…入所予定者も含む

※２…訪問系については、利用者・入所者の自宅を事業所とみなし、サービス提供時に居合わせた利用者の同居家族等も対象

※３…抗原定性検査で陽性の判定となった場合、もしくは、クラスターが発生（感染者が５人以上発生）した場合のみ対象

※５…同居する家族も含む

※７…抗原定性検査の判定結果が陽性となった場合は、随時検査の受検（ただし、家庭内感染対策における使用は、随時検査は対象外）

　　　もしくはかかりつけ医等の医療機関を受診し、診断を確定させる必要がある。

※６…高齢・障害入所系施設…医療従事者による採取もしくは検体採取に関する注意点を理解した職員の管理下で自己採取可能であれば、対象

① 事業所・施設内で感染者が発生した場合、又は、抗原定

性検査で「感染疑い」者が発生した場合

① 事業所・施設内で感染者が発生した場合

停止

対象

対象外
ただし、感染拡
大の傾向が見ら
れる場合は対象

（※６）

対象
（ただし感染状況等によっては

実施の有無を検討）

停止

停止

４月～６月

対象

停止

対象外
ただし、感染拡
大の傾向が見ら
れる場合は対象

（※４）

対象

対象
（ただし感染状況等によっては

実施の有無を検討）

対象 対象（※２）

対象 対象（※２）

７月～１２月

対象

対象 対象
（※２,※６）

※４…以下の施設は対象外
　【対象外施設】　
　　　●入所系の介護事業所・障害者施設
　　　●保育園・幼稚園等…施設及び家庭における感染拡大防止として配付を実施した場合、対象外 

スクリーニング検査

随

時

検

査

【

行

政

検

査

】

②（上記①以外の場合で）事業所・施設の職員が感染者又

は感染疑いのある方に接触した可能性が高く、かつ、感染

の不安がある場合

濃厚接触者の特定が困難な場合

定期検査【行政検査】

③軽い倦怠感やのどの痛みなど、体調が気に

なる場合

②（上記①以外の場合で）事業所・施設の職

員が感染者又は感染疑いのある方に接触した

可能性が高く、かつ、感染の不安がある場合

検査種別・事由 対象

抗

原

定

性

検

査

※

７

随

時

検

査

の

補

完

⇒ ⇒

４月に配付

随時検査まで時間を要する場合

に配付 不足等の都度、配付

（４～９月に

１回配付）

（４～９月に

１回配付）

不足等の都度、配付
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2 令和 4年 7月中旬以降の対応 

新型コロナウイルス感染症の急激な感染拡大が発生しており、今後もさらなる感染拡

大が見込まれることから、7月中旬以降の社会的検査の検査体制等について、以下のとお

り実施する。 

（1）随時検査の体制強化 

  ①目 的 

随時検査は令和 4年 7月からより迅速に、効果的に検査を実施するため重症化リ

スクの高い施設等（高齢・障害施設等）を優先的に実施するなど、その運用を変更

したが、   

ア 今般の検査結果の傾向として、施設内で複数の感染者が発生することが多

いこと。 

イ 上記アに伴い再度随時検査を実施する施設が多いこと。 

上記の理由および今後さらなる感染拡大が想定されることから、現在の随時検査

の検体採取体制（6班）をさらに増強し、速やかな検査実施に向けた体制の強化を

図る。 

②体制変更 

  現状：6班（通常 3班＋緊急対応班 3班） 

        ↓ 

体制強化後：9 班（通常 3班＋緊急対応班 6 班） 

※当該体制強化期間は 8月上旬から 9月までを予定 

 

（2）職員等を対象とした医療機関に対する抗原定性検査キットの配付 

  ①目 的 

東京都では「病院」及び「有床診療所」の職員等を対象に感染者を早期発見し、感

染拡大・集団感染を防止するため、集中的・定期的検査として抗原定性検査キットの

配付を実施している。現在急激に感染が拡大しており、今後もさらなる感染拡大が想

定されるため、区内の医療サービスを止めないことを目的として医師会や区の医療機

関支援を受けている「診療所」に対して、感染拡大・集団感染防止のため抗原定性検

査キットを配付する。 

    ②配付数量 

30,000 キットを全体の上限として、希望する対象医療機関に対し順次抗原定性検査

キットを配付する。 

③実施時期 

 7 月中旬から 8月 
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3 東京都 PCR 等検査無料化事業に関する民間事業者との連携 

（1）東京都 PCR 等検査無料化事業とは 

オミクロン株の市中感染が発生したことを受け、東京都は、当面の間措置として感染

リスクが高い環境にあるなど感染不安を感じる無症状の方などが、無料で PCR 等検査を

受けられる事業。 

【 定着促進事業 】 

 対象：ワクチン 3 回目接種未完了者あるいは対象者全員検査対象者等で、飲食、イ

ベント、旅行等の活動に際して、陰性の検査結果を確認する必要がある無症

状の方 

 期間：令和 3年 12 月 23 日から令和４年 8月 31 日まで（令和 4年 8月 14 日時点） 

【 一般検査事業 】 

 対象：発熱などの症状がない無症状の都民の方で、感染している可能性に不安を抱

える方や、あらかじめ感染不安を解消しておきたい事情がある方 

 期間：令和 3年 12 月 25 日から当面の間（令和 4年 8月 14 日時点） 

  

（2）区と民間事業者との連携による区内での検査実施 

川崎重工業株式会社からの提案により、東京都が実施しているＰＣＲ等検査無料

化事業に基づき、感染症の感染不安を感じる都民に対し、無料でＰＣＲ等検査を区

と連携し、実施している。 

① 実施場所（令和 4年 8月 14 日現在） 

ア 代田区民センター 1 階ロビー（世田谷区代田 6－34－13）  

イ 烏山区民センター広場（世田谷区南烏山 6－2－19） 

     ウ 経堂駅前道路事業用代替地（世田谷区宮坂 3－11） 

     エ 玉川総合支所 コミュニティ広場（世田谷区等々力 3－4－1） 

② 実施期間（令和 4年 8月 14 日時点） 

当面の間 

③ 検査方法 

ＰＣＲ検査（検体：唾液） 

④ これまでの実績数（令和 4年 8月 14 日（日）終了時点） 

会場 件数 期間 

代田区民センター 11，528 件 令和 4年 1月 14 日～令和 4年 2月 13 日 

令和 4年 4月 25 日～継続中 

宮坂区民センター 4，866 件 令和 4年 1月 21 日～令和 4年 2月 20 日 

大蔵第二運動場 屋外プール棟 3，159 件 令和 4年 2月 15 日～令和 4年 5月 31 日 

玉川三丁目旧保育施設 2，686 件 令和 4年 2月 23 日～令和 4年 6月 24 日 

旧松原まちづくりセンター施

設 

2，009 件 令和 4年 2月 25 日～令和 4年 4月 24 日 

烏山区民センター広場 5，680 件 令和 4年 6月 1日～継続中 

経堂駅前道路事業用代替地 6，700 件 令和 4年 6月 25 日～継続中 

玉川総合支所 コミュニティ広

場 

1，308 件 令和 4年 8月 1日～継続中 

合 計 37，936 件 
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（7）発熱外来ひっ迫の解消に向けた医療機関によるオンライン診療体制の確保 

1 主旨 

新型コロナウイルス感染症のオミクロン株亜系統 BA.5 の影響により、令和 4年 7月以

降急激に感染が拡大した。これに伴い医療機関への受診が急増し、発熱等症状を有して

いる場合でも医療機関での受診が困難な状況であったことから、区では現下の感染拡大

に対応するため、発熱外来ひっ迫の解消に向けた医療機関による必要な区民に対するオ

ンライン診療体制の確保を実施する。 

なお、本事業は緊急対応として、区が委託する事業者がコーディネートすることによ

り、大規模なオンライン診療体制を確保し、重症化リスクの低い有症状者をオンライン

診療につなげることで、重症化リスクの高い有症状者をより地域医療の中で受け止めら

れる環境整備を図ることを目的として実施するものである。 

 

2 体制確保にあたっての区の取組み 

オンライン診療体制を確保するにあたって、実施可能な医療機関の選定や拡充に要す

る医療人材の紹介、診療体制の構築等の総合的なコーディネート業務を区が委託する事

業者において実施する。なお診療で発生する費用（保険診療）が充当する経費への支援

は除く。 

 

3 体制確保支援を受けた医療機関によるオンライン診療の概要 

（1）対象者（区が医療機関に診療対象として要請する者）【令和 4年 9月 5日時点】 

   ①重症化リスクが低く、発熱・咽頭痛などの症状があるものの発熱外来を受診でき

ない世田谷区内在住者。 

②世田谷区外在住の社会的検査対象施設の職員 

（2）費用 

    保険診療扱いであるため、有料（診察料等） 

    ※診断確定後の経費は公費負担 

（3）体制確保期間 

    令和 4年 8月 10 日（水）～10 月（予定） 

※土曜日・日曜日・祝日を除く（ただし 8月 11 日（木・祝）は実施） 

（4）運用体制（9月 16 日（金）まで） 

    ①診療時間：午前 10 時から午後 6時（1日 8時間） 

    ②最大で 1日あたりの診療受付件数 

     区民診療分：330 件 

    ※9 月 16 日（金）以降については感染状況等を踏まえ、体制などを構築 
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（5）体制確保支援を受けた医療機関によるオンライン診療等の流れ 

項目 

診療等の流れ 

症状があり、自前の抗原定性検

査キット（以下、「検査キット」）

等により陽性疑いとなった区民 

左記以外で症状がある区民 

診療予約 
専用Ｗｅｂフォームから受診

日・時間を予約 

専用Ｗｅｂフォームから抗原定

性検査キット（以下、「検査キ

ット」）の配送依頼及び受診

日・時間を予約 

抗原定性検査キ

ットによる検査 
- 医療機関より検査キットを送付 

診療

予約 

問診票の

記載等 

専用Ｗｅｂフォームから問診票の記載やオンライン診療の予約を

実施 

検査キッ

トの結果

等の格納 

結果が出た検査キットの写真や

本人確認資料等を専用Ｗｅｂフ

ォーム内に格納 

自宅に検査キットが届いたら、

事前に検査を実施（自己採取）

し、その結果の出た検査キット

の写真や本人確認資料等を専用

Ｗｅｂフォーム内に格納 

診療開始 
予約時間になったら専用Ｗｅｂフォームからオンライン接続し、

診療開始 

薬の処方 
診察後、必要に応じて医療機関より薬が処方され、受診者へ診療

日当日はまたは翌日に配送 

陽性

の場

合 

発生届 医療機関が保健所に発生届を提出 

 

 

【参考】体制確保支援を受けた医療機関によるオンライン診療実績 

（令和 4年 8月 30 日（火）時点） 

 予約件数 診療件数 

8 月 10 日（月）～ 

8 月 30 日（火） 

 

1,600 件 

 

1,470 件 

 

 

 

 

 

44



40 

 

（8）新型コロナワクチン住民接種の実施状況 

新型コロナワクチン接種状況（令和 4年 8月 31 日までの実績） 

（1）4回目接種の実績 

①60 歳以上の方 

  

 

②18 歳以上 60 歳未満の方（基礎疾患を有する方等、医療従事者等、高齢者施設等の従

事者） 

   現在、約 13,800 人の方が 4回目接種を受けている。 

 

（2）3 回目接種の実績 

  

 

（3）小児（5～11 歳）接種の実績 
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